
                    

   

 

令和８年５月１日 

 

令和７年度 特別の教育課程の実施状況等について 

 

  

学 校 名 管理機関名 設置者の別 

上田市立菅平小・中学校 上田市教育委員会 公 

 

１．学校における特別の教育課程の編成の方針等に関する情報 

学 校 名 特別の教育課程の編成の方針等の 

公表 URL 

上田市立菅平小学校 http://www.school.umic.jp/sugadaira/ 

上田市立菅平中学校 http://www.school.umic.jp/sugadaira/ 

※必要に応じて行を追加すること。 

 

２．学校における自己評価・学校関係者評価の結果公表に関する情報 

学 校 名 自己評価結果の公表 URL 学校関係者評価結果の公表 URL 

上田市立 

菅平小学校 

http://www.school.umic.jp/sugadai

ra/news/hyoka/ 

http://www.school.umic.jp/sugadaira/ne

ws/hyoka/ 

上田市立 

菅平中学校 

http://www.school.umic.jp/sugadai

ra/news/hyoka/ 

http://www.school.umic.jp/sugadaira/ne

ws/hyoka/ 

※必要に応じて行を追加すること。 

 

３．特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果 

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況 

   ・計画通り実施できている 

   ・一部、計画通り実施できていない 

   ・ほとんど計画通り実施できていない 

 

（２）実施状況に関する特記事項 

  ※（１）で「一部、計画通り実施できていない」又は「ほとんど計画通り実施できていない」を選択

した場合は、必ず記載する。 

   ・校務分掌（教科指導）に「スキー科」「英会話科」を設置した。 

・スキー科では、本校職員の他に各学年に応じて保護者や地元スキークラブから派遣 

されたコーチ等による指導を行ってきた。 

・英会話科では、小中併設校の利点を生かし、中学校英語科職員が小学校に乗り入れ 

授業を行う時間を設定した。 



   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況 

   ・実施している 

   ・実施していない 

 

  ＜特記事項＞ 

    ホームページにより活動の様子を報告している。併せて月に１度学校だよりを地区

に全戸配付し、小・中学校の活動について情報を提供している。また、学校だよりは

学校ホームページにも掲載している。 

 

 

 

 



   

 

   

 

３． 実施の効果及び課題 

（１）特別の教育課程の編成・実施により達成を目指している目標との関係 

   特別の教育課程の編成により、「スキー科」については、地域の特性を生かしたスキ

ー活動を通して、心身ともに健全でたくましい児童生徒の育成を図っている。「英会話

科」については、低学年から日本語と異なる言語を用いたコミュニケーション活動の楽

しさを体験し、言語や文化に対する興味関心を高めている。一方、特別の教育課程を進

めるにあたり、スキー指導者の確保、地域での英会話を実践する機会の確保が現状の課

題である。今後は本年度から地域展開を行った地域クラブと「スキー科」の連携を図り、

持続可能な活動にしていかなければならない。 

 

 

（２）学校教育法等に示す学校教育の目標との関係 

   児童生徒が郷土や学校に愛着と誇りをもち、地域の多くの方々の期待を受け、温かく

見守られていることを様々な学習や行事の場面で実感することで、素直に学び学校生活

を送る児童・生徒が多く、学校教育目標である「郷土を拓く大地の教育」を実践してい

る。重点目標の一つとして「菅平から学び、菅平の一員として生きる」を掲げ、地域の

特性を生かしたスキー活動や国際交流活動に取り組んでいる。英会話については、本年

度から小学校の職員も中学に乗り入れを行い、小中併設校としての良さを活かせるよう

に設定した。小・中のＡＬＴも加え、様々な人と英語で会話できる機会を増やし、コミ

ュニケーションの楽しさを感じることができている。 

 

 

４．課題の改善のための取組の方向性 

  指導者の確保については、地元に戻ってきている若い世代に幅広く声をかけたり、ス

キー大会において好成績を上げていき改めて地元の方々に注目していただいたりする

ことで、学校活動に協力していただける方を増やしていくようにしていきたい。スキー

科の中で技術の向上だけではなく、心身を鍛えることや自他の心を育てることを再確認

し、コーチや保護者、地域展開したスキークラブとも連携を図り、共に子ども達を育て

ていきたい。英会話の実践は、スキー活動、生活科や総合的な学習の時間において地域

に出る活動の中で、スキーや観光、合宿に訪れている外国の方と話す場面を想定し、事

前学習を行った上で活動を行い、学校で取り組んでいることが実際の生活の中で活きた

という実感をもてる場面を作っていきたい。 


